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発 表 項 目 
（行事名） 

 令和４年度（2022年度）第２回タンチョウ越冬分布調査の結果について 

 
 

概   要 

１ 調査実施日時等 

 令和４年度(2022年度)第２回 ［参考］令和３年度(2021年度) 第２回 

調 査 日 時 １月24日(火) 14:45～15:15 １月25日(火) 14:45～15:15 

調 査 区 域 ８振興局 41市町村 ７振興局 35市町村 

調 査 個 所 計348箇所 (野生345箇所) 計306箇所 (野生303箇所) 

調査協力者 関係市町村・給餌人など計181人 関係市町村・給餌人など計171人 
※ 環境省委嘱給餌場である鶴見台、鶴居・伊藤サンクチュアリ及び阿寒国際ツルセンターと、 

北海道委嘱給餌場である高橋給餌場及び丸山給餌場及びその近接地区は、各給餌場の給餌時間 
帯に調査を実施しました。 

２ タンチョウ確認羽数 
令和４年度 
(2022年度) 
第２回 

合計:1,344［成鳥:1,173、幼鳥：130、不明:2、飼育個体:39］ 

うち野生個体：1,305［釧路:1,172、十勝:82、根室:47、日高:4］ 

令和３年度 
(2021年度) 
第２回 

合計:1,525［成鳥:1,359、幼鳥:90、不明:40、飼育個体：36］ 

うち野生個体：1,489［釧路:1,382、十勝:73、根室:34］ 

３ 今回の調査結果に対する有識者コメント概要 

  （有識者：正富 宏之 専修大学北海道短期大学名誉教授） 

 ○ 確認羽数について、前年度同期より184羽（野生個体）少ないが、実質羽 

  数は昨年並み。 

 ○ 幼鳥の数は前年度同期より40羽増えており、繁殖はほぼ順調と推測。 

 ○ 生息地の分散を踏まえ、分布や個体数の十分な把握のための新たな調査方 

法の検討が必要。 

【ポイント】 

 絶滅危惧種タンチョウの越冬分布・規模の把握等を目的として毎年実施して
いる本調査について、次のとおり今年度２回目の調査を実施しました。 

参 考 資料１「令和４年度（2022年度）第２回タンチョウ越冬分布調査の結果について」を添付 

報道(取材) 
に当たって 
の お 願 い 

  

他のクラブ 
と の 関 係 

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 
 記 者 レ ク 

道政記者クラブ、釧路及び根室の各(総合)振興局で同時配付
します。 

そ の 他 

本調査では、関係市町村をはじめ、多くの関係者の方々の御協力をいただいてお
ります。 

 

担      当 
（連絡先） 

北海道十勝総合振興局保健環境部環境生活課自然環境係(担当者: 村上秀樹) 

TEL 0155-26-9028 (直通) 

 


















